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◎ホームページバナー広告随時募集中！
　詳しくは、市ホームページをご覧ください。

★秘書広報課☎㉕１１５５
平成27年2月1日号

本庄市長

しんげの
一言メッセージ市長コラム

「要」（よう・かなめ）

　

市
民
活
動
推
進
機
能
や
生
涯
学

習
機
能
な
ど
を
備
え
た
市
民
活
動

交
流
セ
ン
タ
ー
「
は
に
ぽ
ん
プ
ラ

ザ
」
の
オ
ー
プ
ン
（
５
月
31
日
㈰
）

に
伴
い
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

は
同
日
を
も
ち
ま
し
て
閉
館
と
な

る
予
定
で
す
。

　

な
お
ご
利
用
は
、
閉
館
日
ま
で

と
な
り
ま
す
。

★ 

市
民
活
動
推
進
課
☎
㉕
１
１
１

８ コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

閉
館
に
つ
い
て

　

１
月
１
日
か
ら「
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
等
」
の
対
象
と
な
る
難
病
等

が
１
３
０
か
ら
１
５
１
へ
拡
大
さ

れ
ま
し
た
。

　

対
象
者
は
、
障
害
者
手
帳
の
有

無
に
関
わ
ら
ず
、
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
、
相
談
支
援
、
補
装
具
な
ど

必
要
と
認
め
ら
れ
た
支
援
を
受
け

ら
れ
ま
す
。

※
手
続
き
の
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

★
障
害
福
祉
課
☎
㉕
１
１
２
５

12

※
声
の
広
報
（
録
音
テ
ー
プ
）
の
貸
し
出
し
は
、
図
書
館
本
館
・
秘
書
広
報
課
へ
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
★
秘
書
広
報
課
☎
㉕
１
１
５
５

「
障
害
者
総
合
支
援
法
」
の
対

象
と
な
る
難
病
等
が
１
５
１

に
拡
大
し
ま
す

　

市
で
は
、
災
害
時
に
緊
急
情
報

を
迅
速
に
伝
達
す
る
た
め
、
株
式

会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
が
提
供
す
る

緊
急
速
報
『
エ
リ
ア
メ
ー
ル
』、
Ｋ

Ｄ
Ｄ
Ｉ
株
式
会
社
、
ソ
フ
ト
バ
ン

ク
モ
バ
イ
ル
株
式
会
社
が
提
供
す

る
『
緊
急
速
報
メ
ー
ル
』
の
運
用

を
開
始
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
市
が
配
信
す
る

避
難
勧
告
等
の
重
要
な
緊
急
情
報

を
市
エ
リ
ア
内
の
対
応
携
帯
電
話

で
受
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

特
徴

・ 

お
持
ち
の
携
帯
電
話
に
直
接
、

市
か
ら
の
緊
急
情
報
が
届
く

・ 

通
勤
、
通
学
や
観
光
等
で
市
内

に
滞
在
す
る
人
も
受
信
可
能

・ 

専
用
の
着
信
音
と
ポ
ッ
プ
ア
ッ

プ
表
示
に
よ
り
お
知
ら
せ

・ 

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
事
前
登
録

は
不
要

・
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
は
無
料

※
携
帯
電
話
の
機
種
に
よ
り
対
応

し
て
い
な
い
も
の
や
、
事
前
の
設

定
が
必
要
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
使
い
の
携
帯
電
話

会
社
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

★
危
機
管
理
課
☎
㉕
１
１
８
４

「
エ
リ
ア
メ
ー
ル
」・「
緊
急
速

報
メ
ー
ル
」
の
運
用
を
開
始
し

ま
し
た

　少子化、超高齢化、生産年齢人口の減少は我が国社
会の衰退を招きかねない、最も深刻な課題です。その
課題にどう向き合うべきか、これは単に政府任せで何
とかなるものではなく、国民一人ひとりが自らの問題
であるととらえねばならない、そう私は考えます。
　１月５日、私は市役所の新年仕事始め式の挨拶で、「人
も地域も元気で健康な都市 本庄」を本年の目標に、そ
の実現のための戦略として、「市民一人ひとりの健康づ
くり」＋「地域の活力ある未来づくり」⇒「人を呼び
込む健全なまちづくり」を掲げました。
　この目標も戦略も、何のために行うのかと言えば、
要
よう

は我々の社会を持続可能な形で後世に引き継いでい
くためであります。現在政府が提唱している「地方創
生」も、地域住民と、住民に最も近い市町村行政こそ
が要
かなめ

であり、我々みんなが知恵を出し合っていくべき
でしょう。

　「要」（よう・かなめ）、私はこれを今年心掛けるべき
言葉として、新年仕事始め式で掲げました。
　大量の情報が氾濫している現代にあって、多くの情
報や意見に耳を傾けながら、公正な判断を下していく
ためにも、また職員間の正確な意思疎通や市民への説
明責任をスムーズに果たすためにも、自分の仕事は何
のためにあるのか、またその要点は何か、しっかり把
握して仕事に当たっていこうと職員に呼び掛けました。
　１月は各種団体の新年会にたくさん参加させていた
だきました。現在、本市では多くの団体がそれぞれの
分野の要

かなめ

として活動されています。家庭にあっても、
職場にあっても、それぞれの役割にしっかり徹する人
は、その分野での要

かなめ

であると思います。
　私自身も、市民の皆さまのご意見を聴きつつ、市長
として行政の「要

かなめ

」の役割をしっかり果たし、「要
よう

」は
何であるか、市の政策を分かりやすくお伝えしていく
ことを心掛けてまいります。

お
知
ら
せ
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「
冬
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
ま
す

　

小
山
川
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で

は
、
２
月
９
日
㈪
か
ら
22
日
㈰
ま

で
の
期
間
、
工
事
の
た
め
ご
み
処

理
を
停
止
し
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
２
月
９
日
㈪
か
ら

３
月
６
日
㈮
ま
で
の
期
間
は
ご
み

小
山
川
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

工
事
に
伴
う
お
願
い

13

期
間　

３
月
31
日
㈫
ま
で

①
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

　

暖
房
の
温
度
を
高
く
し
過
ぎ
ず
、

適
温
（
20
℃
以
下
）
に
設
定
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
み
ん
な
が
１
つ
の

部
屋
に
集
ま
っ
て
暖
か
さ
を
分
か

ち
合
い
節
電
に
努
め
る
「
ウ
ォ
ー

ム
シ
ェ
ア
」に
も
取
り
組
み
ま
し
ょ

う
。

②
エ
コ
ラ
イ
フ
Ｄ
Ａ
Ｙ

　

簡
単
な
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
利

用
し
て
、
省
エ
ネ
・
省
資
源
な
ど

環
境
に
配
慮
し
た
生
活
を
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

　

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
は
、
エ
コ
タ

ウ
ン
推
進
室
（
市
役
所
４
階
）
及

び
環
境
産
業
課
（
総
合
支
所
仮
庁

舎
）
で
配
布
し
ま
す
。
個
人
で
参

加
す
る
場
合
は
、
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

ト
の
ほ
か
、
埼
玉
県
温
暖
化
対
策

課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/
a0
5
0
2
/ecolifeday.htm

l

）

か
ら
も
参
加
で
き
ま
す
。

③
埼
玉
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
）
版
家
庭
の
エ

コ
診
断

　

簡
単
な
質
問
に
お
答
え
い
た
だ

く
こ
と
で
、
各
家
庭
の
二
酸
化
炭

素
の
排
出
状
況
や
省
エ
ネ
対
策
が

分
か
り
ま
す
。

　
埼
玉
版
家
庭
の
エ
コ
診
断（http://

「
本
庄
市
の
養
蚕
と
製
糸
」
全

文
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
ま
し
た

　

世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た

「
富
岡
製
糸
場
と
絹
産
業
遺
産
群
」

の
関
連
施
設
と
し
て
注
目
を
集
め

て
い
る
「
競
進
社
模
範
蚕
室
」
と

木
村
九
蔵
に
つ
い
て
紹
介
し
た
教

育
委
員
会
刊
行
の
冊
子
「
本
庄
市

の
養
蚕
と
製
糸
」
の
全
文
Ｐ
Ｄ
Ｆ

を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま

し
た
。

　

な
お
、
発
行
時
、
内
容
に
誤
り

が
あ
っ
た
箇
所
に
つ
い
て
の
正
誤

表
も
掲
載
し
ま
し
た
。
お
詫
び
し

て
訂
正
し
ま
す
。

★
文
化
財
保
護
課
☎
㉕
１
１
８
６

　

本
庄
市
・
児
玉
郡
内
で
、
唯
一
、

夜
間
定
時
制
課
程
を
設
置
す
る
本

庄
高
校
で
は
、
10
代
〜
70
代
の
人

た
ち
が
働
き
な
が
ら
、そ
れ
ぞ
れ
の

目
的
を
も
っ
て
勉
強
し
て
い
ま
す
。

　

本
校
定
時
制
は
普
通
科
で
、
修

業
年
限
は
４
年
、
１
日
４
時
間
授

業
で
す
。
授
業
時
間
は
午
後
５
時

25
分
か
ら
午
後
８
時
55
分
ま
で
、

途
中
午
後
６
時
10
分
か
ら
給
食
が

あ
り
ま
す
。
現
在
、
93
人
の
生
徒

が
少
人
数
な
ら
で
は
の
落
ち
着
い

た
雰
囲
気
の
中
で
勉
学
に
励
ん
で

い
ま
す
。

平
成
27
年
度
入
学
試
験 

出 

願
期
間　

２
月
18
日
㈬
・
19
日

㈭

試
験
日

・
学
力
検
査　

３
月
２
日
㈪

・
個
人
面
接　

３
月
３
日
㈫

定
員　

40
人

※
19
歳
以
上
を
対
象
と
し
た
「
定

時
制
の
課
程
に
お
け
る
特
別
募
集
」

も
あ
り
ま
す
。

★ 

埼
玉
県
立
本
庄
高
校
☎
㉑
１
１

９
５

w
w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/
a0502/kateinoeco/index.
htm

l

）は
、
お
手
持
ち
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
で
い
つ
で

も
ど
こ
で
も
取
り
組
め
ま
す
。

★ 

埼
玉
県
温
暖
化
対
策
課
☎
０
４

８―

８
３
０―

３
０
３
３

ピ
ッ
ト
（
収
集
さ
れ
た
ご
み
を
蓄

積
し
て
お
く
場
所
）
に
多
量
の
ご

み
が
蓄
積
さ
れ
る
た
め
、
小
山
川

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
ご
み

を
搬
入
す
る
場
合
は
、
大
変
混
雑

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
の
期
間
に
お
け
る
市

内
の
ご
み
収
集
所
で
の
ご
み
収
集

は
、
通
常
ど
お
り
行
い
ま
す
。

★ 

小
山
川
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
☎

㉒
８
２
０
０

生
涯
学
習
時
代
の
現い

ま在
、
定

時
制
高
校
で
学
ん
で
み
ま
せ

ん
か
？

　

利
根
川
右
岸
流
域
関
連
本
庄
公

共
下
水
道
事
業
及
び
児
玉
公
共
下

水
道
事
業
の
完
了
予
定
年
月
日
延

伸
に
よ
る
変
更
協
議
に
伴
い
、
事

業
計
画
書
の
縦
覧
を
実
施
し
ま
す
。

縦
覧
期
間

　

 

２
月
10
日
㈫
か
ら
23
日
㈪（
土
・

日
・
休
日
を
除
く
）
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
15
分

縦
覧
場
所

　

下
水
道
課
（
市
役
所
２
階
）

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★
下
水
道
課
☎
㉕
１
１
４
７

本
庄
市
公
共
下
水
道
事
業
計

画（
変
更
）協
議
に
伴
う
事
業

計
画
書
の
縦
覧
を
実
施
し
ま

す


